
研鑽したことを授業に活かす 
〜ブロックバレーの実践〜 

 
日田市立高瀬小学校 岩﨑 敬 

 

 今夏の研修で，面白そう，高瀬小でもやってみたいと思ったのは，熊本大学附属小学校の西沙

織先生から教えていただいたブロックバレーです。今までの自分のバレーボール観には無かっ

た，ブロックに大きな板を使うというゲームです。 

このゲームでは，ブロックの技能をそれほど必要とせず，簡単にブロックができます。運動の

苦手な子にとっては，ゲームに参加できるユニバーサルデザイン化の一つになるかもしれませ

ん。また相手のブロックも強いため，子どもたちにとって，「チーム内の作戦やコミュニケーシ

ョンが必然的になるのではないか」など思ったことなどが，私が取り入れた一番の理由です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本大学附属小学校のホームページより 熊大のブロック板は断熱材でしたが 

ダンボールでも代用可と聞いたので 

早速，家電量販店に行き，大きなダンボールをいただき，作成に入りました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サイズは縦が８００〜９５０mm 
       横が６００〜７５０mm 

の三層構造に 

ダンボールの表面（紙の厚い方）を外側にし、
中に入れるダンボールは流れと言われる波の
向きを横向きにして、ブロック板の強度を増す
ようにしました。 

ダンボールで手を切らないよ
うに周囲をガムテープで巻き、
持つところにはピンクのマスキ
ングテープでわかりやすくしま
した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１時間目  6 年生の感想の一部 

最初のルールは 
①キャッチ 

（パス） 
②キャッチ 

（パス） 
③アタック 

です。 
 
 

全員がボールを
触って返球するル
ールと、ブロック
の技能が難しくな
いためか、今のと
ころほぼ全員が
ゲームに参加でき
ています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やっていく中で、どうしてもセンター（真ん中）からの攻撃が多
いため、ブロックに掛かることが増えてきました。 
これから、子どもたちがどんな作戦を考え、ブロックを振り切っ

て攻撃できるようになっていくか、それともブロックアウトを含め
私の想定外の作戦を見つけていくのか、とても楽しみです。 

２時間目に考えた作戦の一部 


